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1

は

じ

め

に

目
的
と
方
法

世
界

の
熱
帯
か
ら
温
帯
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
各

地

の
自
然
環
境

や
狩
猟
技
術

の
歴
史

の
違

い
に
応
じ

て
、
弓
矢
猟
、
犬
猟
、
網
猟
、
罠
猟
、
落
と
し
穴
猟
、

銃
猟
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
狩
猟
が
行

わ
れ

て
き
た
。
ま

た
、
狩
猟
そ
の
も

の
は
自
然
に
強
く
依
存
す
る
経
済
行

為
で
あ
る
と
同
時
に
、
獲
得
し
た
獲
物
の
分
配
を
通
じ

て
社
会
関
係
を
維
持
す
る
役
割
を
持
ち
、
獲
得

し
た
野

生
動
物
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
し
て
狩
猟
儀
礼

を
と
も

な
う
場
合
が
み
ら
れ
る
。

そ
の

一
方
で
、
狩
猟
の
担

い
手
が
誰
で
あ
る

の
か
に

も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
が
、
狩
猟
採

集
を
生

業
の
中
心
と
し
て
い
る
か
否
か
で
狩
猟
採
集
民
か
農
耕

民
か
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
生

活
の
中

で
の
狩
猟
の
位
置
づ
け
が
異
な

っ
て
く
る

[池
谷

二

〇
〇
五
]。
本
章

の
主
な
対
象
は

「焼
畑
農
耕
民
」
で

あ
り
、
焼
畑
を
主
な
生
業
と
し
な
が
ら
狩
猟
に
も
従
事

す
る
よ
う

な
生
業
複
合
を
実
践
す
る
人
び
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
代

の
狩
猟
は
、
各
国
政
府

の
狩
猟
禁
止
政

策

に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
き
た
と

い
う
状

況
に
あ

る
。
多
く
の
国
で
は
、
世
界
的
に
広
が
る
動
物

保
護
思

想

の
影
響
を
受
け
て
狩
猟
そ
の
も
の
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
各
地

の
狩
猟
者
に
と

っ
て
は
、
あ
る
日
突
然
に
、

事
前

に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
狩
猟
行
為

そ
の
も

の
が
密
猟
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

彼
ら
に
と

っ
て
、
現
在
は
苦
難
の
時
代
に
な

っ
た
と

い

え
よ
う
。

本
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
狩
猟
を
把

握
す

る
際

の
枠
組
み
を
ふ
ま
え

て
、

メ
コ
ン
河

の
中

流

・
上
流
域
に
お
け
る
①
狩
猟
活
動
の
実
際
、
②
狩
猟

技
術
と
儀
礼
、
③
狩
猟
の
変
容
と
そ
の
要
因
を
把
握
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。
対
象
地
域
は
、
現
在
の
タ

イ
北
部
、
ラ
オ
ス
北
部
、
中
国
の
雲
南
省
と

い
う
メ
コ

ン
河

の
流
域
に
対
応
し
て
い
る

(図
1
)。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
多
様
な
狩
猟
技
術
が
展
開
し
て
き
た
が
、
現

在
、
国
家
に
よ
る
狩
猟
規
制
な
ど
に
よ
り
狩
猟
文
化
は

変
容
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
狩
猟
が
消

滅

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

以
下
、
本
章
は
、
タ
イ
北
部
の
事
例
は
池
谷
、
ラ
オ

ス
北
部
の
事
例
は
川
野
、
雲
南
の
事
例
は
秋
道
に
よ
る

聞
き
取
り
を
中
心
と
し
た
現
地
調
査
に
基
づ
く
研
究
成

果
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
お
の
お
の
の

調
査
内
容
を
検
討
す
る
と
、
ひ
と

つ
の
村
で
の
集
約
調

査
と
複
数

の
村
で
の
広
域
調
査
と
い
う
調
査
方
法
の
違

い
、
お
よ
び
生
業
か
ら
儀
礼
ま
で
の
狩
猟

へ
の
関
心
の

あ
り
方
が
各
調
査
者
で
異
な

っ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。

本
章
は
、
池
谷
が
中
心
と
な

っ
て
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た

も

の
で
あ
る
。

本

章

の
調

査

地

と

対

象

民

族

は

、

以

下

の
よ

う

に
ま

と

め

ら

れ

る

(
図

1

)
。

タ

イ

北

部

の
パ

ヤ

オ

県

で

は

ヤ

オ

(
ミ

エ
ン

)

族

、

ラ

オ

ス
北

部

で
は

、

①

ル

ア

ン

ナ

ム

タ

県

の

ム

シ

ュ
ダ

ー
族

と

カ

ム
族

や

ラ

メ

ッ
ト

族

と

タ

イ

・
ル

ー
族

、
②

ル

ア

ン

パ

バ

ン
県

ム

ア

ン
ゴ

イ

郡

の
カ

ム
族

、

同

県

の

ナ

ム

バ

ッ
ク

郡

の

タ

イ

・
ル

ー

族

、
③

ウ
ド

ム

サ

イ

県

の

カ

ム

族

、

雲

南

省

で

は

一
省

全

域

に

分

布

す

る

イ

族

、

ミ

ャ
オ

族

、

リ

ス
族

、

ぺ

1

族

、

プ

ー

ラ

ン
族

、

ラ

フ
族

、

チ

ノ
ー

族

、

ワ
族

、

ハ

ニ
族

で
あ

る
。

図1調 査地域
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調
査
地
の
自
然
、
野
生
動
物
、
人
び
と

雲
南
省

の
自
然
は
多
様
で
あ
る
。
西
北
か
ら
東
南
に

か
け
て
傾
斜
す
る
地
形
に
あ
り
、
西
北
部
は
チ

ベ
ッ
ト

き
ん

さ

こ
う

に

つ
な
が
る
高
地

で
あ
り
、
南
流
す
る
金
沙

江

(長

ら
ん

そ
う

こ
う

ど

こ
う

江

)
、

瀾

槍

江

(
メ

コ

ン

河

)
、

怒

江

(
サ

ル

ウ

ィ

ン

さ
ん
こ
う

河
)
の
三
河
川
が
大
峡
谷

(三
江
並
流
地
域
)
を
形
成

あ
い
ろ
う

う
ん

き

す
る
。
北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
哀
牢
山
脈
、
雲
貴

高
原
が
農
開
す
る
山
地
と
盆
地
群
か
ら
な
る
。
雲
南
省

の
平
均
海
抜
高
度
は
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
高
峰

の

梅
里
雪
山

(六
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム

国
境
の
河
ロ

(七
六
四
メ
ー
ト
ル
)
ま
で
海
抜
高
度
差

は
五
九
七
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
気
候
や

植
生
は
海
抜
高
度
に
応
じ

て
き
わ
め
て
多
様

で
あ
り
、

高
山
の
低
木
林
帯
か
ら
冷
温
帯

の
針
葉
樹
林
、
落
葉
広

葉
樹
林
、
常
緑
広
葉
樹
、
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
林
、
熱

帯
雨
林
ま

で
多
様
な
植
生
帯
が
広
が

っ
て
い
る
。
ま

た
、
ラ
オ
ス
北
部
か
ら
タ
イ
北
部
に
か
け
て
も
、
高
所

か
ら
低
所

に
か
け
て
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
常

緑
広
葉

樹
、
亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
林

の
順
に
展
開
し
て

い
る
。

雲
南
省
に
は
、
中
国
内
で
最
も
多
く
の
動
物
種
が
生

息
す
る
。
ま
た
、
保
護
対
象
種
に
も
多
数
指
定
さ
れ
て

い
る
。
脊
椎
動
物
だ
け
で
も
、
国
家
指
定

の
保
護
動
物

が

一
九
〇
種

(全
国

の
六
十

・
九
%
)
、

一
級
保
護
動

物
が
三
十
八
種

(同
四
十

一
・
入
%
)
、
二
級
保
護
動

物

が

一
五
二
種

(同
六
十

八

・
八
%
)
と
な

っ
て
お

り
、
雲
南
省
が

「
動
物
王
国
」
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る

[徐

一
九
九
九
]。

こ
の
地
域

の
野
生
動
物
は
、
地
域
住
民
の
自
給
用
食

料
や
生
活
用
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ゾ
ウ

(象
牙
)、

じ
ゃ
こ
う

ト
ラ

(毛
皮
と
歯
)、
シ
カ

(購
香
と
皮
)、
セ
ン
ザ
ン

コ
ウ

(皮
)
、

マ
レ
ー
グ
マ

(熊
胆
)
、
ク
ジ

ャ
ク

(羽

根
)
、

ハ
コ
ガ
メ

(肉
)
な
ど
を
代
表
と
し
て
、
多
く

の
動
物
が
医
薬
品
、
毛
皮
、
食
料
、
装
飾
品

の
材
料
と

し
て
捕
獲
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
、
野

ネ
ズ
ミ
な
ど
は
、
イ
ネ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
農
作

　ご

物

へ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
狩
猟
が
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
た
乱
獲
に
密
猟
が
加
わ
り
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物

の
多
く
が
棲
息
地
環
境

の
劣
化

・
減
少

に
よ
り
、
現

在
、
激
減
し
た
り
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
状
態

に
あ
る

[U
o口
o<
碧

P
O
O
ω
]
。
ま
た
、

ラ
オ
ス
北
部
や
タ
イ
北

部

の
野
生
動
物

で
は
、
ト

ラ
や
ク

マ

(
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
)
や
シ
カ
の
ほ
か
に
、
イ
ノ
シ
シ
や
野
ネ
ズ

ミ
な

ど
、
雲
南
省

の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、

と
り
わ
け
大
型
哺
乳
類
は
乱
獲
や
密
猟
に
よ

っ
て
激
減

し
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

雲
南
省
に
は
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語
系
、
タ
イ
語
系

の
二
十
以
上
の
少
数
民
族
が
村
落
を
基
盤
と
し
て
分
散

居
住
し
て
い
る
。
人
び
と
は
山
地
か
ら
河
川
沿

い
の
盆

地
に
い
た
る
環
境
勾
配
に
応
じ
て
、
水
田

・
焼
畑
農
耕

と
森
林
に
お
け
る
狩
猟

・
採
集
、
河
川
漁
掛
を
組
み
合

わ
せ
た
多
様
な
生
業
活
動
を
営
ん
で
き
た

(写
真
1
)。

こ
の
中
で
、
山
地
居
住

の
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語
系

の

リ
ス

(標
標
)
族
、

ヌ
ー

(怒
)
族
、
ジ
ン
ポ
ー

(景

頗
)
族
、
ト
ゥ
ー
ル
ン

(独
龍
)
族
、
ラ
フ

(拉
祐
)

族
、

ハ
ニ

(恰
尼
)
族
、
チ
ノ
ー

(基
諾
)
族
、
タ
イ

(榛
)
語
系
の
ワ

(価
)
族
な
ど
に
と
り
、
狩
猟
は
農

耕
や
家
畜
飼
育
と
と
も
に
重
要
な
生
業
で
あ

っ
た
。

一写真1野 鶏用の罠をつくる(中 国 ・雲南省の八二族の村、撮影:秋 道)
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